
投与スケジュール

1 8 15 21 (DAY)

種別

注意事項

参考文献

通常の投与期間 　　　　ヶ月、　　　年、PDもしくは有害事象出現までの無期限、その他（

MSI-High-Pembrolizumab-3w
1回に要する時間：　時間３０ 分レジメン名

クールの概要

用量

②

生食

キイトルーダ
生食

 
200mg
100mL

側管1

薬剤 用法 時間

点滴 30分 ↓

↓

↓

↓

2024/11/8

申請医師 尾関　伸司

高頻度マイクロサテライト不安定性（MSI-High）を有する固形がん（2次治療以降）
MSI-Highを有する結腸癌・直腸癌（1次治療）
インラインフィルター（0.2～5㎛）を使用すること。
凍結を避け、バイアルを振盪しないこと
希釈後の最終濃度を1～10ｍｇ/ｍLとすること
希釈後の液を保管する場合は、希釈から投与終了までの時間を、25℃以下で6時間以内又は2～8℃で96時間
以内とすること。投与前に点滴バックを常温に戻すこと。
同一の点滴ラインで他の薬剤を併用同時投与しないこと

キイトルーダ点滴静注　添付文書　2021年８月改訂版
国際共同第Ⅱ相試験(KEYNOTE-158試験)

申請日

腫瘍名

2024/10/28

MSI-High固形がん

登録日

１クール

点滴① メイン

２クール

開始から
終了まで

3週間で1クール
第１日目に投与。

100ｍL



投与スケジュール

1 43 (DAY)

種別

注意事項

参考文献

通常の投与期間 　　　　ヶ月、　　　年、PDもしくは有害事象出現までの無期限、その他（

MSI-HighPembrolizumab-6w
1回に要する時間：　時間３０ 分レジメン名

クールの概要

用量

②

生食

キイトルーダ
生食

 
400mg
100mL

側管1

薬剤 用法 時間

点滴 30分 ↓

↓

↓

↓

2024/11/8

申請医師 尾関　伸司

高頻度マイクロサテライト不安定性（MSI-High）を有する固形がん（2次治療以降）
MSI-Highを有する結腸癌・直腸癌（1次治療）
インラインフィルター（0.2～5㎛）を使用すること。
凍結を避け、バイアルを振盪しないこと
希釈後の最終濃度を1～10ｍｇ/ｍLとすること
希釈後の液を保管する場合は、希釈から投与終了までの時間を、25℃以下で6時間以内又は2～8℃で96時間
以内とすること。投与前に点滴バックを常温に戻すこと。
同一の点滴ラインで他の薬剤を併用同時投与しないこと

キイトルーダ点滴静注　添付文書　2021年８月改訂版
国際共同第Ⅱ相試験(KEYNOTE-158試験)

申請日

腫瘍名

2024/10/28

MSI-High固形がん

登録日

１クール

点滴① メイン

２クール

開始から
終了まで

6週間で1クール
第１日目に投与。

100ｍL


